
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ２学期のスタートです！！！ 

 いよいよ、夏休みも終わります。８月２１日～２６日の４

日間を「授業日」とし、２学期への助走期間としました。そ

の中でテストも実施しましたので、２学期の最初はテスト返

却から始まることになると思います。学生の本分はやはり、

「勉強」です！将来の自分の夢をしっかりとつかむために

「確かな学力」は欠かせません。特に３年生は、この２学期

が、自分自身の進路選択をする重要な期間となります。高校

に合格するだけでなく、その後の学校生活を充実したものに

するために、しっかりと「力」を蓄えておく必要がありま

す。１学期の最初にお話しした「その日は必ず来る」です

が、３年生は夏休みが終わり、その日にグッと近づきまし

た。自分自身の人生を「選ぶ」という大事な場面だという意

識で臨んでほしいと思います。 

 ２年生は、修学旅行という大きな行事が待っています。１

年生も、今年から新たに、２日間の郷土学習を行います。多

くの人々との豊かな「出会い」によって、自分自身を成長さ

せてほしいと思います。特に、２年生は、修学旅行後から

は、生徒会選挙や卒業式、さらには体育大会など、この真城

中を引っ張る「リーダー」となります。一朝一夕にはリーダ

ーとしての力は身に付きません。この２学期の取組が、非常

に重要になってきます。２年生の飛躍を期待しています。 

 １年生は、戸惑いの多かった１学期から、中学生として充

実した活動ができる２学期にしてほしいと思います。１０月

２１日（火）には、小学生を中学校に招いての「合唱交流

会」を実施します。みなさんの後輩たちに、「大きく成長し

た姿」を見せましょう！！１年生の歌声が体育館に響き渡る

のを、心から楽しみにしています！ 

 １年で一番長い 2 学期です。その前半を「実りの秋」に

でるよう、真城中学校全員が一致団結して様々な活動に取り

組んでいきたいと考えています。また、この学校だよりで、

生徒の皆さんの活躍をたくさん紹介できることを楽しみにし

ています。 

 安全のために 5 月に枝の

伐採を行った中庭の木は、

夏休みを経て一段と緑が増

えました。およそ 3 か月

で、見違えるほどの成長で

す。1 日 1 日では変化に気

付きませんが、この「成長

する力」には驚かされるば

かりです。真城中生徒も、

2 学期の終わりには、この

シンボルツリーに負けない

よう、成長するはずだと確

信しています。 

学校教育目標 
〇 広い心と公正な判断力のある、情操豊かな生徒を育成する。（徳育） 
〇 自ら求めて学び、豊かな知性を備え、創造力に富む生徒を育成する。（知育） 

〇 健康でたくましく、忍耐力に富む生徒を育成する。（体育） 
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今回の「輝継」のタイトルは、１年１組の森口 君の作

品です。筆（ふで）のイラストが、学習への意欲を感じさ

せてくれるタイトルになっています。２学期のスタートに

ふさわしいと感じたので、選びました。素晴らしいロゴデ

ザインをありがとうございました。 

 

〇 ９月の行事予定【再掲】  

９月 １日（月）  ２学期始業式  

※給食が実施されますので、マスクやエプロンの準備

をお願いします。２学期の最初のメニューは「ビビ

ンバ」です。 

   ２日（火）  総務任命式 

   ５日（金）  修学旅行説明会（２年生） 

   ６日（土）  市中総体新人大会（水泳） 

市中総体新人大会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ・個人） 

 

 

 

  １１日～１７日  

市小中科学展 

（美術歴史館） 

 

  １５日（月）  敬老の日（祝日） 

  ２１日（日）  家庭の日 

  ２３日（火）  秋分の日（祝日） 

  ２６日（金）  選手激励会（市中総体絵駅伝） 

  ２７日（土）  市中総体新人大会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ・団体） 

   

   

〇 保護者の皆さまへ【お願い】 

あと 2 日で、2 学期が始まります。報道等でも話題に

なることが多いですが、夏休み明けは、お子さまが心身

の不調をきたし、ややもすると生命の危険に陥る可能性

が最も高い時期だと言われます。万一、お子さまの様子

に異変を感じられた場合は、学校はもちろんですが、関

係機関なども活用しながら、遠慮なくご相談ください。 

※相談窓口については、安心メールで８月２５日に配

布していますのでご確認ください。 

「このくらい大丈夫だろう！」と決めつけるのではな

く、「もしかして？」という気持ちで、お子さまの様子

を見ていただければと思います。そして、お子さまの気

持ちに寄り添った対応をお願いします。学校も、全力

で、サポートをしていきたいと考えています。よろしく

お願いたします。 


